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我々はビロダニン骨格を持つ3,3'-dialkyl-5,5'-bithiazolidinylidene-2,4,2',4'-tetrathiones (SS-R) 

(Fig.1 (a))が、大気中でも安定なｎ型トランジスタとして動作することを報告してきた[1]。一

方、交互積層型の構造を有する有機電荷移動錯体が有機電界効果トランジスタとして動作するこ

とが報告されている[2]。今回我々はSS-Et、SS-Prをアクセプターとしてpyrene、perylene、

coroneneとの電荷移動錯体を作製し、そのトランジスタ特性を測定した。 

ドナーとアクセプターのトルエン溶液を室温暗所で 3 週間静置し溶媒を蒸発させたところ、

(pyrene)(SS-Et)、(perylene)(SS-Et)、(coronene)(SS-Et)、(pyrene)(SS-Pr)、(perylene)(SS-Pr)の 5 種類

の結晶が得られた。得られた結晶はすべて交互積層型構造であった(Fig.1 (b))。ドナー、アクセ

プターは短軸方向にずれてスタックしている。これらの結晶を polystyrene 処理した Si/SiO2ウェ

ハーの上に乗せ、ソース・ドレイン電極にカーボンベーストを使用して単結晶トランジスタを作

製し、その特性を測定した。(perylene)(SS-Et)、(coronene)(SS-Et)、(pyrene)(SS-Pr)は n 型トラン

ジスタとして動作した。Fig.1 (c)に(coronene)(SS-Et)のトランスファー特性、Fig.1 (d)にそれぞれ

の錯体の電子移動度を示す。ドナーアクセプター間の分子軌道の重なりから計算されたキャリア

極性はホール優勢の傾向を示したが、隣り合うアクセプター間には短い S-S距離があり、これに

よるトランスファーがスタック方向よりも大きいために n型特性を示したものと考えられる。 

Figure 1. (a) Molecular structure of SS-R (R =Et, Pr). (b) Crystal structure of (coronene)(SS-Et) viewed 

along the molecular long axis. (c) Transfer characteristics of (coronene)(SS-Et). (d) Electron mobilities of 

single-crystal transistors.  
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